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御意見等 

マルチユーストライアルを継続するのであれば、少なくとも

AMD アワードの受賞作品に対して、ファーストウィンドウとし

て地上波での放送枠が優先的に割り当てられるような仕組み

を整えるべきである。 

理由 

今回の中間答申では 2008 年度においても継続的に AMD アワー

ドと言う形で、マルチユーストライアルを進めていくという方

針が示されている。 

しかし、2007年度に実施されたマルチユーストライアルに対し

ては、番組制作事業者側から「放送枠の確保が無い状態でこの

ようなトライアルを行っても無駄だから止めた方が良い」とい

う趣旨の意見も出ている。 

こうした中で実施され 2009 年 6 月に募集が締め切られた今回

の AMDアワードは「放送権の売却によって制作費の回収を期待

するとしたらそれは間違ったものになるであろう」とのこと

で、制作事業者から出された最大の要望が無視された形のもの

となった。 

企画部門賞への応募作品数が前年度 53作品に対して今年度 20

作品と半減しているのは、そうした状況に対して番組制作事業

者側の素直な反応が表れたものだと考えている。 

そもそも、「放送は我が国の映像コンテンツ制作の太宗を占め

る」という状況で、その太宗である放送からの資金回収を期待

せずにコンテンツを作成し、マルチユース市場を地上放送の市

場規模に見合う金額まで拡大させることに貢献せよという命

題は明らかに過大な要求であって、制作事業者の両手両足を縛

ったうえでマルチユース市場を拡大せよと求めるに等しいも

のだと考える。 

地上放送と見合う市場規模までマルチユース市場を育成する



には、マルチユース市場に投入されるコンテンツに、地上放送

に匹敵するかそれ以上の品質が必要であり、そうした品質を実

現するためには地上放送と同等の制作費が必要になる。現在の

マルチユース市場の規模ではその制作費を全て負担すること

はアニメを除いては不可能であって、少なくとも、5 割～7 割

程度の制作費を地上放送での放送権売却で回収することがで

きなければ、そうした企画自体が成立しなくなってしまうだろ

う。 

マルチユーストライアルには、受賞作品に対して放送枠の割り

当てを優先的に行うことで、制作費の一定割合が放送権売却で

回収されることを保障し、それによって制作資金調達を支援

し、一定の品質を確保した上でその作品をマルチユース市場に

投入し、マルチユース市場の規模拡大とビジネスモデル確立、

制作事業者の制作力維持・伸長といった目的を達成していくべ

きである。 

 


